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   The aim of this study was to investigate whether there are differences in the facial 
appearances regarded as ideal self-perception by patients and orthodontists in patients 
with skeletal mandibular prognathism, with the premise of orthognathic surgery. 
   The subjects were 39 patients (19 male and 20 female) who receiveda diagnosis of 
skeletal mandibular prognathism. The subjects were divided into Normal-Face group 
and  Long-Face group. Control group (orthodontist group) was 10 Japanese Orthodontic 
Society-certified physicians with an average of 21.4 years of clinical experience. A  non-
contact  three-dimensional optical surface scanner was used to obtain the facial image 
data of the subjects. We subsequently created three-dimensional facial images of the 
subjects. The facial images were exported to a facial morphology software. 6 points (Ls, 
Stm, Li,  Sin, Pg', Me') were set on the lower face. The subjects were asked to morph their 
own ideal facial image and the orthodontists morphed all of the subject images by mov-
ing the 6 points anteroposterior and vertically. We compared the variations of the move-
ment. A Mann-Whitney U test was used to compare the variations between the subjects 
and the orthodontists. 
   All group subjects moved Ls and Stm in more anterior positions in comparison with 
the orthodontist group. The orthodontist group moved Me' in a more superior position 
than male in the Long-Face group. No significant differences were noted for the male of 
the Normal-Face group and the orthodontist group. 
   Female in the  Normal-Face group and  Long-Face group moved Me' in a more su-
perior position in comparison with the orthodontist group. 
   The following findings were obtained. 
   1. The ideal facial appearance for male patients in the Normal-Face group differed 
    in that the upper lip area was located more anteriorly as compared to the ortho-
    dontist group, but lower facial height was same recognition. 
   2. The ideal facial appearance for male patients in the Long-Face group was one
 where the upper lip area was located more anteriorly ; lower facial height was 
 unchanged as compared to the orthodontist group. 
3. The ideal facial appearance for female patients in the Normal-Face group and 
 Long-Face group was one where the upper lip area was located more anteriorly 
 than in the orthodontist group and lower facial height was shorter than in the  or-
 thodontist group. 
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緒言
顎変形症の治療 は,顎 骨の移動 に伴 う軟組織の
移動により顔貌に大きな変化をもた らす。骨格性
下顎前突症患者は自身の顔貌に劣等感を抱いてい
ることが多く,本邦では顎矯正手術症例における
下顎前突の占める割合が最 も多いl)。従来,矯 正
歯科医は側面頭部X線 規格写真 と顔貌写真を用い
て二次元的な診断と治療計画を立案 してきた。 し
かし,各患者が望 む術後の理想顔貌には基準がな
く,個人の主観 によって異なるため,矯 正歯科医
が考 える理想顔貌とは必ず しも一致 しない2)。
顎矯正手術による術後の軟組織変化を予測する
場合には,側 面頭部X線 規格写真を トレースした
平面画像上で骨格の変化に合わせ,平 均値3)を用
いて軟組織の移動量を決定する。これを基に矯正
歯科 医 は二次 元的 な予測顔 貌 を描 いて,イ ン
フォーム ド・コンセン トに用いることが多い。 し
か し,顎矯正手術 による三次元的な変化に伴い,
軟組織には予測 とは異なる変化が生 じる場合があ
る。特に口唇やオ トガイ部の下顔面部の変化は個
体差が大 きく,平均値 を用いて二次元的に描画す
る予測顔貌では,十 分な予測結果が得 られない場
合がある4)。
近年,レ ーザー光 とCCDカ メラを用いて物体
をスキャンし,三次元データ化する非接触型三次
元計測器が開発され,非 侵襲性で短時間に高度な
軟組織の三次元形態をカラー画像 として入手する
ことが可能 となった。 この装置 を用いて,当 講座
では患者が望む術後の顔貌について一連の研究を
進めてきた。Kondaら5)は上顎前突症患者 を,松
島 ら6)は骨格性下顎前突症患者 を対象に,画 像上
の顔面部に設定 した可動点を患者 自身が変化 させ
なが ら理想顔貌を描画させることにより,矯正歯
科医が考 える理想顔貌との違いを明らかに した。
しかし,これ ら研究で用いたソフ トウェアの可動
点は前後方向にのみ移動可能で,上 下方向への移
動ができず理想顔貌の描画に限界があった。そこ
で海老澤 ら7)は,前後および上下方向に可動点を
変化 させられるようアップグレー ドした三次元顔
貌変形シ ミュレーションソフ トウェアを用いて,
上顎前突症の患者 自身と矯正歯科医 との理想顔貌
を比較検討 した。その結果,両 者間の認識に違い
があることを明らかにしたが,研 究対象が顎矯正
手術を前提とした症例ばかりでなく,歯列矯正の
みで治療可能な患者も含まれていたこと,ま た,
性差についての検討はされていなかった。
そこで本研究は,顎 矯正手術を前提 とした骨格
性下顎前突症患者のみを対象に,前 後および上下
方向に変化 させ ることのできる三次元顔貌変形シ
ミュレーションソフ トウェアを用いて,男 女別に
患者自身が考える術後の理想顔貌 と矯正歯科医が
考える術後の理想顔貌を比較 し,認識の差を検討
した。
資料および方法
1.対 象
被験者の選択基準を示す。対象は下顎の突出感
を主訴に奥羽大学歯学部附属病院に来院 し,矯正
歯科での無料相談 を受けた際に顎矯正手術の必要
性を指摘 された症例の うち,無 料相談から1年 以
内に外科的矯正治療 を希望 し,奥羽大学歯学部附
属病院矯正歯科 を初診となった症例 とした。 さら
に矯正歯科での診断用資料採得時に,矯 正歯科,
口腔外科,総 合歯科(補 綴系)の 三科の各担当医
から,術前 ・術後の矯正治療,顎 矯正手術,補 綴
処置について説明を受け,顎 矯正手術が前提であ
る治療であることの同意が得 られた症例 とした。
これらの うち,初 回の診断用資料採得時に側面頭
部X線 規格写真を撮影 し,矯正歯科担当医によっ
て骨格性下顎前突症 と診断された歯年齢ⅣA以
上の男性患者19名(年齢26.8±5.3歳),女性患者
20名(年齢25.0±5.6歳)の合計39名を被験者 と
した。
2.資 料
初回の診断用資料採得時の側面頭部X線 規格写
真を用いて,骨 格性下顎前突症患者39名の硬組
織分析および軟組織分析を行った。側面頭部X線
規格写真は,咬 頭嵌合位 とし,頭位はフランクフ
ル ト平面が床面に平行になるように設定 して撮影
した。
被験者の初回検査時に採得 した側面頭部X線 規
格写真の分析結果を表に示す(表1,表2)。軟組
織分析にはLeganら8）のCephalometric Landmarks,
Epkerら9)のsoft tissue relationsを用 い(図1),
Alcaldeら10)のJapanese Supernormal Group
の値 を標準値 とした。中顔面高と下顔面高の比率
(G-Sn:Sn-Me')によ り,顔 貌形態 パ ター ンの
垂直 的 な分類 を行 った。比 率 が1.07±0.14のも
をNormal-Face群(以下,NF群),0.93を下 回
る も の をLong-Face群(以下,LF群 〉 の2群
に分類 した(表3)。
3.方 法
1)三 次元顔 貌画像 の作 成
三次元顔 貌画像 の作成 は,kondaら5)の方 法に
準 じて 行 っ た。Jacobson11)の定 義 に従 い,被 験
者 の顔 の軟 組織上 に,基 準 点(Glabella:眉間点,
Soft tissue Nasion:軟組織鼻根点,Extokanthion:
外眼 角 点,Orbitale:眼窩 下 点,Pronasale:鼻
尖点,Soft tissue Pogonion:軟組織 ポ ゴニオ ン)
を設定 し,各 部位 に直 径3mmの シール を貼付 し
た。被験者 を頭部 固定装置付 き回転椅子(ヨ シダ
社,東 京)に 着座 させ,フ ランクフル ト平面 が床
面 と平 行 になるよ うに頭位 を固定 した。被験者 に
は,咬 頭嵌合位 で上下 口唇 は力 を入 れず リラ ック
ス して閉鎖す るよ うに指示 した。非接 触型三次 元
計測器VIVID910(コニ カ ミノル タ社,東 京)を
用 いて,被 験者 の顔貌 を正 面,左 側,右 側 の3方
向か ら撮影 した。撮 影時 は レーザ ー照射 による人
体 への影響 をな くす ため に閉眼 を指示 した。撮 影
し描出 された 各方 向の顔 貌画像 は0.68mmの線 分
で囲 まれ た面(ポ リゴ ン)の 集合 体 であ り,一 度
の撮 影 で640×480個の デ ー タが採 得 され る。 ポ
リゴ ンデ ー タは三次 元位置 デー タと色 彩デ ー タを
有 して お り,ポ リゴ ン編集 ソフ トで あるPolygon
Editin　gTool(コニ カ ミノル タ社,東 京)を 用 い
て立 体構 築 した。 立 体 構築 した デ ー タ をRapid
Form2006(INUS Technology,Seoul)に転送 し,
正面,左 側,右 側 それぞれの顔 貌画像 の重ね合 わ
せ を行い,1つ の三次 元顔貌画像 を作成 した。 あ
らか じめ顔 に貼 付 した基 準点上 の シール を参考 に
し,三 方向 の顔 貌画像 の一致す るポ イ ン トを指定
μ
gTool(コ
ln2 06(INUsTechn logy,seoul)に
し重ね合わせ を行った。同様に,全 ての被験者の
三次元顔貌画像 を作成 した。各被験者の三次元顔
貌画像の作成は,初 診時から1～2週 間間隔で3
～4回 にわた り行われる診断用資料採得の間に
行った。
2)理想顔貌の描画
全ての被験者の三次元顔貌画像 を顔貌変形用ソ
フ トウェア6)へ転送 し,特徴点の設定を行った。
7つの特徴点の うちSnを固定点と し,Snより
下 方 に あ るLs,Stm,Li,Sm,Pg',Me'の6
点を可動点 とした(図2)。
可動点のコン トロールはパーソナルコンピュー
タ上でマウスを使い操作する。各可動点を ドラッ
グす ることで変形が可能 とな り前後および上下方
向へ 自由に変形 させることがで き,可動点を動か
す と可動点周囲の軟組織画像も連続的に移動 され
る。 また,顔 画像全体を回転 させることも可能で
あり,あ らゆる方向から画像の変化 を確認するこ
とが可能である。
顎矯正手術を想定 した理想顔貌 として,NF群,
LF群の全ての被験者に,術 前の自分自身の顔貌
画像を理想と考 える顔貌へ と変形す るように指示
した。理想顔貌の描画に時間制限は設けず,自 分
の理想に当てはまる顔貌となるように変形 させた
(図3)。
比較対照は,日 本矯正歯科学会認定医の資格を
有す る平均臨床経験年数21.4±8.7年の矯正歯科
医10名(矯正歯科医群)と し,各矯正歯科医は
全ての患者の理想顔貌を描画 した。矯正歯科医群
にはNF群,LF群 全員の術前の顔貌画像 を理想
と考える顔貌へと変形するよう指示 した。
各被験者は,初 診時か ら1～2週 間間隔で3～
4回にわたり行われる診断用資料採得の間で1回,
自己理想顔貌の描画を行った。
3)描画前後の可動点の移動方向と変化量の比
較
NF群,LF群,矯 正歯科 医群の描画前後の各
可動点の移動方向と変化量を計測項目として用い
た。移動方向 と変化量は,前 後方向において前方
が＋ の値,後 方が－ の値 を示 し,上 下方向にお
いては上方が＋ の値,下 方が－の値を示す。
統計学的解析 として,NF群,LF群 の初回検
査 時 の 側 面 頭 部,X線規 格 写 真 分 析 結 果 は
Student's　t-testを用いて比較検討 した。男女の
NF群 と矯正歯科医群および男女のLF群 と矯正
歯科 医群 それ ぞれ2群間 の可動点 の変化量 は,
Mann-Whitney　U-testを用 いて比較検 討 した。
解析 に は統 計 解析 ソフ トウ ェア(SPSS19.OJ,
IBM社,JAPAN)を用いた。
本研究は奥羽大学倫理審査委員会の承認(承 認
番号109)を受け,被 験者に十分な説明をし,同
意を得た上で行った。
結 果
1。被験者 の顔 貌形態 につい て
各群 にお け る側 面 頭部X線 規 格写 真 の 分析値
の特徴 は,男 性患 者 はNF群,LF群 と もに上 顎
が後 方位,下 顎 が 前方 位 で あっ た。 女性 患 者 は
NF群,LF群 ともに上 顎 が後 方位,下 顎 は標 準
範囲 内で あった。NF群 の男性患 者 は,下 顔面 高,
下顎下縁平 面角 は標準 で あるが,Sn⊥Pg'はLF
群 よ り更 に大 きい値 だ った。LF群 の 男性患 者 は,
下顔 面 高 が 大 き く,下 顎 下 縁 平 面 角 が 開 大 し,
Sn⊥Pg'が 大 き か っ た。NF群 の 女 性 患 者 は,
下 顔 面 高,下 顎 下 縁 平 面 角 は 標 準 で あ る が,
Upper　lip　lengthとLower　lip　lengthの比率 の割
合(Sn-Stm:Stm-Me')が小 さく,SNB,Sn⊥
Pg'はLF群 の女性 患 者 よ り更 に大 きい値 だ った。
LF群 の女性患 者 は,下 顔 面高 が大 き く,下 顎 下
縁 平面 角 が 開大 し,Sn⊥Pg'が 大 きか っ た。 全
ての群 のNasolabial　angleは小 さか った(表1,
表2)。
2.各 群 の可動点 の移動方 向 と変化量 について
全 ての群 で,矯 正 歯科 医群 との間 にSm,Pg',
Me'の前後 的な位置 関係 におけ る有 意な差 は認め
られ なか った(表4～7,図4)。
NF群 の男性患 者 は,矯 正 歯科 医群 と比較 して,
Ls(p<0.05),Stm(p<0.01)を前 方 に 描 画 し た。
上下方 向につ いては,矯 正歯 科医群 と有意 な差 は
認め られ なか った(表4,図4)。
LF群 の男 性患 者 は,矯 正 歯科 医群 と比 較 して,
Ls(p<0.05>,Stm(p<0.01)を前 方 に 描 画 し た。
上下方 向 では,Ls,stm,Me'(p<0.05)で有 意
な差 が認 め られ,矯 正歯科 医群 は,LF群 の男性
よ りもLs,Stmを 下方 へ描 画 し,Me'は上 方 へ
描 画 した(表5,図4)。
NF群 の女性 患 者 は,矯 正 歯科 医群 と比 べ て,
Ls(p<0.05),Stm(p<0.01)を前 方 に描 画 した。
上 下 方 向 で は,矯 正 歯 科 医 群 は,Ls(p<0.05),
Stm(p<0.05),Li(p<0.01),Pg'(p<0.01)を
下方 へ描画 し,患 者 はMe'(p<0.05)を上方へ描
画 した(表6,図4)。
LF群 の 女性 患 者 は,矯 正 歯 科 医群 と比 べ て,
Ls(p<0.01),Stm(p<0.01)を前 方 に 描 画 し,
Me'(p<0.05)を上 方 へ 描 画 し た 。 矯 正 歯 科 医 群 は,
患 者 と 比 べ て,Ls(p<0.01),Stm(p<0.05),
Li(p<0.01)を 後 方 へ 描 画 し,Li(p<0.05)を
下 方 へ 描 画 し た(表7,図4)。
考 察
従来,矯 正歯科医が治療計画の立案に用いる側
面頭部X線 規格写真分析は,軟 組織分析に比べ
て歯軸や上下顎骨の位置 といった硬組織分析が重
要視 されることが多かった°Leganら8),Arnett
ら12)は側面頭部X線 規格写真の軟組織分析 の重
要性について報告 し,Arnettら12)は,顔の輪郭
が矯正治療を決定する際に重要な指針とされるべ
きだと述べている。そこで本研究では,軟 組織分
析によって顔貌形態パ ターンを分類 し,顔 の下顔
面部の輪郭に焦点を当て,骨 格性下顎前突症患者
と矯正歯科医の理想顔貌の検討を行 うことにした。
一般人が理想 とする顔貌については,シルエッ
ト画像や顔貌写真を用いて様々な方法で検討が行
われてきた。 しか し,患者が具体的に視覚的な自
己理想顔貌を矯正歯科医に伝えるツールは存在せ
ず,矯 正歯科医が患者の理想顔貌を理解すること
には限界が あった。陳 ら13)が1992年にレーザー
スリッ ト光による三次元顔面形態の計測システム
を開発 してから,顔面軟組織の表面形態情報を三
次元的に描画出来 るようになった殉。 この技術の
応用により,当講座 では,三 次元顔貌変形 シミュ
レーションソフ トウェアを用いて患者 と矯正歯科
医の理想顔貌の違いを視覚的,定 量的に比較する
ことを検討 してきた5～7)。今回は,三 次元顔貌変
形シ ミュレーシ ョンソフ トウェアのア ップデー ト
により,可動点が前後,上 下方向に移動可能 とな
り,顎矯正手術を前提とした顔貌形態パターンが
異なる骨格性下顎前突症患者 自身と矯正歯科医の
理想顔貌を検討 したところ,理 想顔貌の認識に差
異があることが明 らかとなった。
本研究では,全 ての群は矯正歯科医群 と比較 し
てLs,Stmを前方方向へ描画 した。下唇よ り下
方 にある可動点 であるSm,Pg',Me'の前後方
向の変化量は,全 ての群で矯正歯科医群 との間に
有意な差は認め られなかった。 この結果は,可 動
点の前後方向のみのシ ミュレーションを行った松
島 ら6)の結果 と一致 していた。 しかし,本研究で
は可動点の前後方向の変化量は,男 性患者,女 性
患者,矯 正歯科医ともに全ての可動点で松島 ら6)
の結果の平均変化量よりも多かった。 これは,可
動点の上下方向への移動が可能 になったことで,
操作の自由度が向上 し,可動点が前後方向と上下
方向への移動 を同時に行えるようになり,よ り自
然な顔貌が描画できるようになったためと考 えら
れる。田代 ら15)は側貌の評価 において,矯 正歯科
医は側貌の美的評価の基準 として,E-Lineや中
顔面高と下顔面高の比率などを無意識の うちに参
考 としている可能性を報告 している。Burcalら16)
は,下 顎前突症患者の下顔面を徐々に後退 させた
顔貌写真を提示 し,側貌の変化について一般人は,
口唇部の変化,歯 科医はオ トガイ部の変化に着目
していたことを報告 した。本研究でも,患者はオ
トガイ部よりも先に口唇部を設定 し,矯正歯科医
は,E-Lineや中顔面高と下顔面高の比率 などを
考慮 し,初めにオ トガイ部を位置決め した後に口
唇部を描画 したことで,双 方に差異が生 じた可能
性が推測 され る。加えて,骨 格性下顎前突症患者
は上顎中切歯が唇側傾斜傾向にあるため,矯 正歯
科医群は,上 顎中切歯の歯軸を適正な角度に修正
し,良 好 なNasolabial angleを考慮 した移動 を
行ったことで,上 唇部の移動量に患者と有意差が
生 じたのではないかと考 えられ る。
本研究では,下 顔面の上下方向の変化量につい
て,NF群 の男性患者は矯正歯科医群 と有意な差
は な く,ほ とん ど変 化 させ なか った。LF群 の男
性 患者 は矯正歯科 医群 と比 べて下顔 面 を変化 させ
な い傾 向 が 見 られ た。 一方,NF群,LF群 の女
性 患 者 は,矯 正 歯科 医群 と比 較 してMe'を 上 方
へ描 画 し,下 顔 面 高が 短 い顔 貌 を描 画 した。Ioi
ら17)は,下顔 面高 の比率 を垂 直的 に変 化 させ た 日
本 人の男女 の シル エ ッ ト画像 を用い て,矯 正歯 科
医 と歯学生 を対象 に,魅 力 的な側貌顔 貌 を調査 し
た結果,男 性 は下顔 面高の平均 的 な比率 の側 貌画
像 を,女 性 は平均 よ り短い顔 貌 を理想 と した。 こ
れ らの 結果 は,本 研究 の女 性 が短 い顔貌 を好み,
NF群 の男性 が垂直 的 に下顔面 高 をほ とん ど移動
させ な か っ た 結 果 と 一 致 して い る。 さ らに,
Mapleら18)も,下顔面 高 を増加 させ た側 貌顔貌 は,
魅 力が減少す ると評価 された と述 べて い る。
Upper lip lengthとLower lip 1engthの割 合
(Sn-Stm:Stm-Me')につ い て は,LF群 の 男 性
はUpper lip length:Lower lip lengthの比 が0.37
と,Stm-Me'に対 してSn-Stmが小 さか っ た こ
と か ら,矯 正 歯 科 医 群 は,Sn-Stm:Stm-Me'
の比 率 を標 準値 へ 近 づ け るこ と を考慮 してLs,
Stmを 下方 へ,Me'を 上方 へ 描 画 した と考 え ら
れ る。矯 正歯 科医群 は,NF群 の女 性患者 と比 較
して,Ls,Stm,Li,Pg'を下方 へ描 画 した。 一
方 で,Me'はNF群 の女性 患者 が矯正歯 科医 よ り
も上方 へ描 画 した。NF群 の 女性患 者 も,Upper
lip length:Lower lip lengthが0.39と小 さ か っ
た こ とか ら,Sn-Stm:Stm-Me'の比 率 を標 準
値 に近づ けよ うと した と考 え られ る。 また,矯 正
歯科 医群 がPg'を下方へ描 画 したの は,オ トガイ
形態 を考慮 したか らと考 え られ る。土 持 ら19)は,
オ トガ イ部(Pg')が明確 に形成 されて い る軟 組
織 は審美 的で ある と報告 して いる。矯正歯科 医群
は,LF群 の 女性 患 者 と比 較 してLiを 下 げ る傾
向 を示 し た。LF群 の 女 性 患 者 は,Upper lip
lengthとLower lip lengthの比 が0.44と,Sn-
Stm:Stm-Me'の垂直 的 な比 率 は標 準値 に近 似
してい た。 その ため矯 正歯科 医群 は口唇の前後 的
な観点 か らE-lineを考慮 し,Liを後 方移 動す る
こ とで下唇 の突出感 を緩 和 させ よう とし,そ の際
にLiの 下方 向へ の移 動 が伴 った ので は ないか と
考 え られ る。
Cunninghamら20,21)は魅 力的な男女の顔貌 に
ついて,下 唇からオ トガイ部までの顎の長 さに関
しては,男性は長い顎,女 性は短い顎が魅力的と
されると報告している。これ らの結果は,本 研究
のNF群 の男性が顎の長 さを変えず,LF群 の男
性が長いままの顎を好み,NF群 とLF群 の女性
が矯正歯科医群 よりも短い顎を理想 とした結果と
一致している。山口ら22)は男 らしいと評価 される
男性の顔について,顔 の横幅に対 して口が大きく,
目と目の間の距離に比 して顔の縦の長 さが長い特
徴を持つ顔であり,女 らしいと評価 される女性の
顔は,上 唇が薄 く,頬 の面積が大 きい顔 と報告 し
ている。九島 ら23)は,顔が小 さく,顎の短 い顔ほ
ど若 くて女性 的な印象である と報告 してい る。
Knightら24)も,下顔面高の比率が大 きい女性 と
下顔面高の比率が小さい男性は,と もに魅力的で
ないと報告 している。これ らの報告から,男性は
顎が長 く,女性は顎の短い顔貌が魅力的とされる
傾向があると言える。
Ioiら17)は,患者の中には,他 人に自分の顔 貌
の特徴を変 えられたくない人がいる可能性 を述べ
ている。本研究の結果ではLF群 の男性が下顔面
を矯正歯科医群と比べて垂直的に短 くしない傾向
が見られた。 これは,男 らしい特徴とされ る長い
顔 を変えたくないという意識が働 き,下顎の突出
感の改善のみを望んだ可能性 が考 えられる。本研
究では,下 顎の突出感が主訴である者か ら被験者
を選択 した。顎変形症患者の治療動機に関す る性
差の報告 によると,Tomizawaら25),Nagamine
ら26),中村 ら27)は,治療動機 として審美的改善 を
望む比率が男性より女性で高く,一方,機 能的改
善を望む比率は女性 より男性で高かったと報告 し
ている2)。これよ り,女性は男性 よりも術後の顔
貌に関 して審美的な要求が高い可能性があるため,
性差を考慮 した治療計画の立案が必要であると考
えられる。
海老澤 ら7)は,本研究 と同一の手法で,下 顎後
退による上顎前突症の男性患者 を短顔群(以 下,
SF群),長顔群(以 下,LF群)に 分け,矯 正歯
科医との理想顔貌の比較 を行った。本研究の対象
では,G-Sn:Sn-Me'の比率が,Alcaldeら10）に
よる日本人のSupernormalの標準値で ある1.21
を上回る者 はお らず,Short-Faceに属する患者
は存在 しなかった。 また,SF群,LF群 ともに,
中顔面高 と下顔面高の垂直的なバランスは矯正歯
科医 と同 じ認識であり,SF群 とLF群 の下顔面
の移動量に差は無かったと報告 している。加えて,
上顎前突症 患者 は,SF群,LF群 ともに,前 後
的にはオ トガイ部の後退感の認識が低かったと述
べてい る。Kurodaら28),Ioiら29)も,日本人は下
顎が後退 している側貌を好むと報告 している。下
顎の後退感 を伴う上顎前突症患者は,骨 格性下顎
前突症患者 と比べて,側 貌について下顔面部の前
後的 な改善 に関す る認識が低い可能性が ある。
Johnstonら30)は,下顔面高を減少 させ た側貌は,
下顔面高を増加させた側貌に比べて,顎 矯正手術
の必要性があると判断されにくい傾向にあったと
報告 している。
本研究では,術 後の理想顔貌について,被 験者
の顔貌形態パ ターンを軟組織分析によって中顔面
高 と下顔面高の比率(G-Sn:Sn-Me'〉で分類 し,
側貌の下顔面部の輪郭に焦点 を当てて検討を行っ
た。患者の理想顔貌は,心 理的な影響が大きいた
め,今 後は,初 回検査時か ら顎矯正手術の直前 と
いった治療の経時的変化による理想顔貌の変化や,
シ ミュレーシ ョン時の可動点の移動回数,可 動点
を移動 させた部位の順序,さ らに,患 者がどこに
着 目しシミュレーションしているかまで詳細に検
討 し,患者の理想を追求 していくことが課題であ
る。
本研究の結果か ら,顎矯正手術を前提 とした骨
格性下顎前突症患者において,患 者個人の顔貌形
態 を考慮せずに,二 次元的な情報のみで治療計画
を立案することは,矯 正歯科医と患者の理想 とす
る治療 ゴールに差異を生 じさせて しまう可能性が
あることが示唆された。患者自身に,術 後の自己
理想顔貌の予測 シミュレーションを行わせること
で,患 者の理想顔貌を具体的に視覚化することが
可能になる。 これにより,イ ンフォーム ド・コン
セン トを行 う上で,患 者の要求や双方の妥協点,
患者 と矯正歯科医の考える治療ゴールの相違点の
相互理解 に役立つ と考 えられ る。矯正歯科医は,
患者 との理想顔貌の認識の違いを考慮 し,互 いが
納得 した治療計画を立案する姿勢が重要である。
結 論
顎矯正手術を前提 とした顔貌形態パ ターンが異
なる骨格性下顎前突症患者 と矯正歯科医による理
想顔貌を比較 した結果,以 下のことが示唆 された。
1.NF群の男性患者の理想顔貌は,矯 正歯科
医群 と比べて上唇部を前方に位置 させた点が異な
るが,下 顔面高に関 しては同じ認識であった。
2.LF群の男性患者の理想顔貌は,矯 正歯科
医群 と比べて上唇部を前方に位置 させ,下 顔面高
は変化させない顔貌であった。
3.NF群,LF群 の女性患者 の理想顔貌 は,
矯正歯医群と比べて上唇部を前方に位置 させ,矯
正歯科医群よりも下顔面高を短 くした顔貌であっ
た。
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